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、
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夏
真
っ
盛
り
と
な
る
8
月
。
み
な
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
7
月
6
日（
土
）に
、
14
回
目
と
な
る「
宵

待
ち
隣
町
の
宵
涼
み
会
」を
、
笠
置
町
い
こ
い
の
館
で
お
こ

な
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
合
奏
な
ど
３
町

村
の
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
上
が
り

を
見
せ
、
出
演
者
の
方
々
も
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
新
た
に
、
い
こ
い
の
館
内
に
て
、
サ
ー
ク
ル
に

よ
る
展
示
発
表「
宵
涼
み
ア
ー
ト
」を
実
施
し
、
体
験
コ
ー
ナ

ー
・
味
力
コ
ー
ナ
ー
と
と
も
に
、
訪
れ
た
方
々
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　今後もまちの人の笑い声や笑顔があふれ、地域の交流
ができるイベントを目指し、これからも取り組みを進めてい
きます。みなさんも、さまざまなイベントに参加しその時に
しか会えない方々との交流を楽しんではいかがでしょうか。
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まち・むら
topics

　
7
月
10
日（
水
）、
笠
置
キ
ャ
ン
プ
場
に
て
防
犯

活
動
の
街
頭
啓
発
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
当
日
は

京
都
府
が
定
め
る
府
民
防
犯
の
日
の
た
め
、
山
本

町
長
と
職
員
に
よ
り
、
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
を
対

象
に
防
犯
へ
の
注
意
喚
起
を
お
こ
な
い
、
啓
発
チ

ラ
シ
お
よ
び
啓
発
物
品
を
渡
す
な
ど
効
果
的
な
取

組
が
で
き
ま
し
た
。

　
笠
置
町
で
は
、
引
き
続
き
犯
罪
の
な
い
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

府
民
防
犯
の
日
に
お
け
る

街
頭
啓
発
を
お
こ
な
い
ま
し
た

笠置町

　
６
月
14
日（
金
）、
白
栖
橋
前
交
差
点
に
て
、
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
街
頭
啓
発
活
動
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
こ
の
啓
発
活
動
は
、
和
束
町
と
和
束

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
・
京
都
府
木
津
警
察
署

が
協
同
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

京
都
府
内
で
の
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
は
、

全
体
の
6
割
以
上
と
大
き
な
割
合
を
占
め
ま
す
。

特
に
夏
は
薄
暮
の
時
間
が
長
く
、
歩
行
者
の
発
見

が
遅
れ
、
自
動
車
・
自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
対
歩
行
者
の
交
通
事
故
が
発
生
し
や
す
い
状
況

で
す
。
ラ
イ
ト
は
早
め
に
点
灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
歩
行
者
は
目
立
つ
色
の
服
の
着
用
や
反
射

材
の
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
8
月
15
日（
木
）は
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
推
進
日
で
す
。「
思
い
や
り　
み
ん
な
で
な

く
そ
う　
高
齢
者
事
故
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
引

き
続
き
安
全
運
転
・
交
通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
防
止
街
頭
啓
発
活
動

を
お
こ
な
い
ま
し
た

和束町

寄附企業のご紹介
法 人 名
�株式会社サウスエージェンシー
本 社
�東京都渋谷区恵比寿南3-2-13
リードシー恵比寿ビル4F
事 業 内 容
�資金調達支援事業、ITシステ
ムの構築および運用　等
寄附年月日
令和６年６月20日
寄 附 額
10万円

　

株
式
会
社
サ
ウ
ス
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
様
か
ら
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、ご
賛
同
い
た
だ
き

ま
し
た「
保
育
所
運
営
事
業
」の
事
業
費
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
を
糧
に
、こ
れ
か
ら

も
本
村
発
展
の
た
め
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

株
式
会
社
サ
ウ
ス
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
様

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
企
業
の
ご
紹
介

南山城村
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「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
2
0
2
7
関

西
」が
２
０
２
７
年
に
開
か
れ
ま
す
。そ
の
1
0
0
0

日
前
と
な
る
今
年
８
月
、和
束
町
に
お
い
て
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
公
認
大
会「
C
o
u
p
e 

d
u 

J
a
p
o
n 

京
都
湯
船
ス
テ
ー
ジ
」が
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。国
内
最
高
峰
の
熱
戦
を
応
援
し
に
、ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

※ 

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
…
…
お
お
む
ね
30
歳
以

上
な
ら
誰
も
が
参
加
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
総
合

競
技
大
会
。
2
0
2
7
年
に
関
西
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
種

目
が
競
技
さ
れ
る
。

※ 

湯
船
M
T
B 

L
A
N
D
…
…
関
西
で
は
有
数
の
通
年
で
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
常
設
コ
ー
ス
。

延
期
前
の
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
2
0
2
1
関

西
に
向
け
、
国
際
基
準
に
合
わ
せ
て
和
束
町
が
整
備
を
お

こ
な
っ
た
。

※ 

C
J
-１
大
会
…
…
C
J
は
C
o
u
p
e 

d
u 

J
a
p
o
n
の

略
。
公
益
財
団
法
人
日
本
自
転
車
競
技
連
盟
が
2
0
1
5

年
よ
り
新
た
に
開
始
し
た
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
公
認
全

国
大
会
で
、
国
際
自
転
車
競
技
連
合
の
基
準
を
ベ
ー
ス
に

し
て
い
る
。
和
束
町
湯
船
地
区
で
開
か
れ
る
C
J
-1
大

会
は
日
本
の
公
認
大
会
の
中
で
最
上
位
と
な
る
。

日
８
月
17
日（
土
）午
前
9
時
～

　
　
　
18
日（
日
）午
前
7
時
30
分

所
湯
船
M
T
B 

L
A
N
D
（
和
束
町
湯
船
薮
田
）

問
和
束
町
役
場
地
域
力
推
進
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
2

国
内
最
高
峰
、マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

競
技
の
熱
い
戦
い
を
応
援
し
よ
う

和束町

和束町

和
束
小
学
校
、
笠
置
小
学
校
の

６
年
生
が
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
体
験

　

7
月
5
日（
金
）、
湯
船
森
林
公
園
内「
湯
船
M
T
B 

L
A
N
D
」で
和
束
小
学
校
、
笠
置
小
学
校
の
６
年
生

を
対
象
に
M
T
B
ス
ク
ー
ル
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
こ
の
授
業
は
、
2
0
2
7
年
に
開
か
れ
る
ワ
ー
ル
ド

マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
の
機
運
醸
成
と
、
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
の
楽
し
さ
を
地
元
の
小
学
生
に
伝
え
る
た

め
、
令
和
元
年
度
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

N
P
O
法
人
I
B
O
・
J
a
p
a
n
8
4
6
か
ら
講
師

を
迎
え
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
乗
り
方
や
ブ
レ
ー
キ

の
方
法
、
ジ
グ
ザ
グ
走
行
な
ど
を
教
わ
り
、
最
後
に
は

実
際
の
M
T
B
コ
ー
ス
を
走
り
ま
し
た
。

　
始
め
は
う
ま
く
乗
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
徐
々

に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
、
授
業
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
８
月
16
日（
金
）か
ら
18
日（
日
）の
2
泊
３
日
で
、
子
ど
も
た
ち
が

プ
ロ
の
演
奏
家
か
ら
弦
楽
器
の
指
導
を
受
け
る「
や
ま
し
ろ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
2
0
2
4
」が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　
最
終
日
の
18
日
に
は
、
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
が

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
会
場
は
、
南
山
城
村
文
化
会
館「
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
」で
午
後
2
時
30
分
開
演
、
定
員
3
0
0
名
、
参
加
無
料
で
す

（
午
後
1
時
30
分
受
付
開
始
）。
み
な
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
和
束
町
で
は
、
８
月
17
日（
土
）午
後
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
、
お
茶
の
石
け
ん
づ
く
り
体
験
や
、
お
い
し
い
お
茶
の
淹
れ
方

を
学
ぶ
予
定
で
す
。

問
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局 

企
画
・
連
携
推
進
課 

Y
M
C
担
当

　
〒
6
1
1
―
0
0
2
1 

京
都
府
宇
治
市
宇
治
若
森
7
―
6

　
　
☎
0
7
7
4
・
21
・
2
0
4
9

　
　

y-c-kikaku@
pref.kyoto.lg.jp

　
　
※ 

土
・
日
・
祝
の
問
合
せ
に
は
対
応
い
た
し

か
ね
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【事前申し込み優先】
QRコードから申し込みください

和束町

や
ま
し
ろ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
2
0
2
4

練
習
の
成
果
を
聴
き
に
来
ま
せ
ん
か

写真は2023年度のものです。
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教
育

Ed u catio n

和束町史編さんだより
 第26回 雨乞いの作法

　今年も暑い夏となりました。かつては、日照りが続くと雨乞いを実施しました。江戸時代末期に天満宮等
で行われた雨乞いについて紹介します。
　嘉永５年（1852年）は、たいへん暑い夏となり、現在の大字である各村ごとに雨乞いの祈願をしましたが、
効果はありませんでした。このため、旧暦６月に、天満宮で雨乞いの「笹の葉踊り」を三日三晩続けましたが、
降雨はありません。さらに旧暦７月に、和束郷中からの千度参りや子供相撲を実施しました。それでも降ら
なければ、「花踊り」を奉納することになっていたようですが、結果は不明です。
　翌嘉永６年も旧暦５月から６月にかけて雨が降らず、南村では「笹の葉踊り」や「花踊り」を実施しました
が、効果がありません。そこで、正法寺に伝わる「仏舎利」に祈願し
たところ、ついに雨が降りました。この「仏舎利」は、雨乞いに効果
があることが知られており、最後の手段として使われたようです。
　このように、まず各村々で雨乞いをおこない、降らないと和束郷
全体としての祈願を天満宮でおこなうというように、雨乞いにも
作法があったことがわかります。踊りも各村の踊りと和束郷全体
の踊りとがあったように思われます。
　笹の葉踊りや花踊りの具体的な姿はわかりませんが、現在も南
山城村田山で行われている「花踊り」のような雨乞いにともなう芸
能が、和束でも実施されていたことがわかります。
問相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課　和束町史編さん室　☎ 0774・74・8952
　　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室）

 学校における夏季休業期間中の 
業務休止日について

　連合教育委員会では、教職員の健康を保
持・増進し、心身のリフレッシュを図るととも
に、総実働時間の短縮並びに計画的な休暇の
取得を促進するため、管内小・中学校におけ
る夏季休業期間中の業務休止日を設定します。
ご承知いただくとともに、ご理解とご協力をお
願いします。
業務休止日
　�８月13日（火）〜 16日（金）
緊急連絡先
　�相楽東部広域連合教育委員会学校教育課
　　☎0774・78・4335

南山城村田山の花踊り

月ヶ瀬浄水場の社会科見学

　６月27日（木）、笠置小学校と南山城小学校の４年生が
合同で月ヶ瀬浄水場の見学にいきました。普段生活で使っ
ている水について、自分たちの元へどのような場所から届
くのかを知る、良い機会になりました。
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相
楽
医
師
会

相
楽
医
師
会

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

シリーズ
　
汗
と
は
、
哺
乳
類
が
皮
膚
の
汗
腺

か
ら
分
泌
す
る
液
体
の
こ
と
で
す
。

汗
を
か
く
の
は
哺
乳
類
だ
け
で
す
。

汗
の
主
成
分
は
水
で
す
が
、
塩
分
や

ミ
ネ
ラ
ル
、
乳
酸
塩
、
尿
素
な
ど
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
汗
は
体
温
調
節

の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
体
温
が
上
が
る
と
、
脳
の

視
床
下
部
が
汗
腺
に
指
令
を
出
し
て
、

汗
を
か
く
よ
う
に
し
ま
す
。
汗
が
皮

膚
表
面
か
ら
蒸
発
す
る
と
き
に
、
気

化
熱
を
奪
っ
て
体
を
冷
や
し
ま
す
。

ヒ
ト
は
水
状
の
汗
を
分
泌
す
る
汗
腺

が
全
身
に
発
達
し
て
い
ま
す
が
、
ヒ

ト
の
よ
う
な
汗
を
出
す
し
く
み
が
な

い
犬
は
、
舌
を
出
し
な
が
ら
息
を
激

し
く
し
て
、
よ
だ
れ
の
蒸
発
で
体
温

を
下
げ
ま
す
。
ま
た
、
汗
は
感
情
や

ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
も
影
響
さ
れ
ま

す
。
緊
張
や
興
奮
し
た
と
き
に
は
、

手
の
ひ
ら
や
足
の
裏
な
ど
で
精
神
性

発
汗
と
呼
ば
れ
る
汗
が
出
ま
す
。

　

汗
は
ヒ
ト
の
進
化
に
も
関
係
し
て

い
ま
す
。
ヒ
ト
は
サ
ル
か
ら
進
化
す

る
過
程
で
、
体
毛
が
退
化
し
、
発
汗

能
力
が
発
達
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
長
時
間
の
運
動
や
高
温
環
境
に

も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ヒ
ト
は
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
長
距
離
走

を
得
意
と
す
る
数
少
な
い
動
物
の
一

つ
で
す
。
し
か
し
、
発
汗
に
よ
っ
て

水
分
や
塩
分
な
ど
も
失
わ
れ
る
た
め
、

補
給
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
熱
中

症
が
疑
わ
れ
る
時
の
対
策
と
し
て
、

水
分
と
一
緒
に
塩
分
も
補
給
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

汗
は
体
内
の
有
害
物
質
や
重
金
属

な
ど
も
排
出
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

サ
ウ
ナ
や
運
動
で
汗
を
か
く
こ
と
に

は
、
デ
ト
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
る
と
い

う
説
も
あ
り
ま
す
が
、
科
学
的
な
根

拠
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

汗
は
ニ
オ
イ
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

汗
自
体
は
無
臭
で
す
が
、
皮
膚
上
の

細
菌
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る
と
、
ア

ン
モ
ニ
ア
や
酢
酸
な
ど
の
臭
い
成
分

が
発
生
し
ま
す
。
特
に
ワ
キ
や
足
な

ど
の
部
位
で
は
、
ア
ポ
ク
リ
ン
腺
と

い
う
特
殊
な
汗
腺
か
ら
出
る
汗
が
ニ

オ
イ
の
元
に
な
り
ま
す
。

　

汗
は
私
た
ち
の
健
康
や
生
活
に
密

接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
適
度
な
発

汗
は
身
体
に
良
い
で
す
が
、
過
度
な

発
汗
や
不
快
な
発
汗
は
注
意
が
必
要

で
す
。

中
島
整
形
外
科

中
島
慎
一
郎

汗
の
話

そ
の
109

保健・福祉保健・福祉

９月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
� 9月� 1日（日） 内科・小児科
� � 　� 8日（日） 内科・小児科
� � 　15日（日） 内科
� � 　16日（月・祝） 内科
� � 　22日（日） 内科・小児科
� � 　23日（月・祝） 内科・小児科
� � 　29日（日） 内科・小児科
※ ８月分については広報れんけい７月号を

ご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～
症状によって診察できない場合は京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
また、電話が大変混み合いますが、必ず電話
により予約してください。
問相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　☎0774・73・9988直

当日電話予約制です

和束中・笠置中バスケ部
×

バンビシャス奈良
　６月29日（土）、連合立の２中学校がおこなう合
同部活動の場で、バンビシャス奈良の選手とコー
チに実技指導をしていただきました。これは、今
後の中学校部活動を検討する相楽東部広域連合教
育委員会が、関西経済連合会がおこなうアスリー
ト派遣サポート事業を活用して実現したものです。
　参加した生徒たちのキラキラした瞳と、プロバ
スケットボール選手の技能や考え方を吸収しよう
とする真剣な姿が印象に残る時間となりました。
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安心安全
ほっ

相楽中部消防組合消防本部　消防職員募集

受験資格 �

期 ８月19日（月）から９月13日（金）まで
　※土曜日・日曜日・祝日を除く午前８時30分から午後５時まで　※正午から午後１時までは除く
受付場所 �京都府木津川市木津白口10番地２　 

相楽中部消防組合消防本部 総務課まで持参または郵送（条件あり）
試験日 �第１次試験　日�10月20日（日）
　　　　　　　　　所�京都府木津川市木津上戸15【相楽会館】
　　　　　　　　　内�教養試験　消防適性検査　論文試験
　　　　　　　　　※第２次試験等については、合格者に通知します。
他 採用試験に関する詳しい試験案内、申込書等は下記のとおりです。
　 笠置町役場、和束町役場および南山城村役場にあります。相楽中部消防組合消防本部総務課および相楽中部消防

署または各消防出張所にあるほか、相楽中部消防組合ホームページからもダウンロードできます。
問 相楽中部消防組合消防本部 総務課　☎0774・75・1380直

職種 採用予定人数 受　験　資　格

消防職 若干名

年齢と
学歴

平成11年４月２日以降に生まれ、学校教育法の高等学校以上の卒業者また
は同等の学力を有する方（令和７年３月卒業見込者を含む）

居住
条件

相楽中部消防組合管内またはその近郊（おおむね通勤時間片道40分以内）に
居住しているか、採用時に居住の予定がある方

身体的
条件

視力：�矯正視力を含め、両眼で0.7以上、かつ、一眼でそれぞれ0.3以上であること。
身体、色覚、聴力、言語、その他職務遂行上支障がないこと。

QＲコードからも
アクセスできます。

上級救命講習会受講者募集

日�９月15日（日）　�午前８時30分〜午後５時15分
所�相楽中部消防組合消防本部３階
内�心肺蘇生法、異物除去法、止血法および自動体外式除細動器（AED）の使用方法、傷病者管理法、副子固定法、熱傷
の手当、搬送法（人工呼吸は説明のみ）

対�木津川市、笠置町、和束町および南山城村に在住、在学または勤務者（中学生以上の方とします。）
定�30名（先着順）
費�無料
期�８月26日（月）〜９月３日（火）　�午前８時30分〜午後５時（土、日、祝日は除く）
問�相楽中部消防組合消防本部　警防課　☎0774・75・1382直

水
の
事
故
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

〇 

木
津
川
で
は
、昨
年
、水
難
に
よ
る
死
亡
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

〇�

一
般
的
に
、子
ど
も
は「
静
か
に
」溺
れ
ま
す
。気

を
付
け
て
見
て
い
な
い
と
、溺
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
せ
ん
。子
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
は

大
変
危
険
で
す
。

　

 

ま
た
、大
人
が
一
緒
の
時
で
も
子
ど
も
か
ら
目

を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇�

川
は
水
面
が
穏
や
か
で
あ
っ
て
も
、水
面
下
の

流
れ
が
複
雑
な
た
め
に
流
さ
れ
た
り
、川
底
に

向
か
う
流
れ
が
あ
る
た
め
水
中
に
引
き
込
ま
れ

る
危
険
性
が
あ
る
ほ
か
、上
流
の
天
候
に
よ
っ

て
急
に
増
水
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

〇�

天
候
が
悪
い
と
き
、体
調
が
悪
い
と
き
、飲
酒
し

た
と
き
は
、溺
れ
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
の

で
、水
辺
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇�

釣
り
な
ど
で
ボ
ー
ト
や
船
に
乗
る
と
き
は
、必

ず
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
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消防操法大会がおこなわれました（和束町・南山城村）

　和束町消防団では７月７日（日）、和束運動公園グラウンドで第24回和束町消防団操法大会がおこなわれました。
　南山城村消防団では６月30日（日）、 南山城村総合グラウンドで第26回南山城村消防操法大会がおこなわれま
した。
　各町村とも３チームが出場され消防技術を存分に発揮し、気迫のこもった正確かつ迅速な行動で、日頃の訓練
の成果を競い合いました。
　優勝された和束町消防団西分団と南山城村消防団第１分団Aチームは８月25日（日）に京都府立丹波自然運動公
園補助競技場でおこなわれる第29回京都府消防操法大会に代表として出場します。みなさんの温かいご声援をお
待ちしております。

【優　勝】
第１分団Aチーム

（今山・奥田・月ヶ瀬NT）

【第３位】
第１分団Bチーム

（野殿・童仙房・本郷・押原・南大河原）�

【準優勝】
第２分団チーム
（田山・高尾）

第26回南山城村消防操法大会

【個人賞】指揮者　仲西　大輔（第２分団チーム）
　　　　１番員　村田　健人（第１分団Aチーム）
　　　　２番員　東　　豊崇（第１分団Aチーム）
　　　　３番員　松岡　俊治（第１分団Aチーム）

雨が降る中での大会となりましたが、開閉会式もおこなわれました。

第24回和束町消防団操法大会
【優　勝】
西分団チーム

【第３位】
中分団チーム

【準優勝】
湯船分団チーム

【個人賞】指揮者　稲塚　　功（西分団チーム）
　　　　１番員　西山　直樹（西分団チーム）
　　　　２番員　中尾　祐亮（西分団チーム）
　　　　３番員　西川　壮真（西分団チーム）
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防災備蓄品を笠置歯科口腔外科診療所に譲渡しました（笠置町）

　６月17日（月）、笠置歯科口腔外科診療所にて、
保存期限をむかえる防災備蓄品のうち液体ハミガ
キを譲渡しました。
　笠置町では、これまで防災備蓄品として備蓄し
ていた液体ハミガキを地域住民へ無償配布してき
ましたが、配布期間で配布しきれなかった残り約
100本についても、防災意識向上と併せて口腔衛
生の向上の観点から、笠置歯科口腔外科診療所に
無償譲渡しました。
　今回、譲渡した液体ハミガキは、同診療所に来院
する患者さんのために無償で配布されます。
　みなさんも普段から虫歯予防を心がけ、避難所
生活を想定して歯ブラシセットを準備しておくな
どしましょう。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　
☎
0
7
7
4
・
72
・
9
9
5
5
（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

日
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

所 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　

い
わ
ゆ
る「
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
」の
相
談
が
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。特

に
70
歳
以
上
の
相
談
件
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、新
た
な
手
口
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

で
送
金
を
指
示
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
事
例
な
ど
や

対
策
な
ど
紹
介
し
ま
す
。

※�

サ
ポ
ー
ト
詐
欺
と
は
、パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
中
に
突
然「
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
」な
ど
の
警
告
画
面

や
警
告
音
が
出
て
、そ
れ
ら
を
き
っ
か
け
に
警
告
画
面
上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号
に
電
話
を
か
け
さ
せ
、偽
の
サ
ポ

ー
ト
に
誘
導
し
、サ
ポ
ー
ト
料
金
を
支
払
さ
せ
る
手
口
で
す
。

事
　
例

●�

広
告
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、ウ
イ
ル
ス
感
染
と
表
示
さ
れ
電
話
を
し
て
し
ま
っ
た
。

●�

P
C
画
面
に
警
告
音
が
出
て
電
話
を
か
け
る
と
、ウ
イ
ル
ス
除
去
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
と
言
わ
れ
、遠
隔
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
せ
ら
れ
た
。怪
し
く
て
不
安
。

●�

遠
隔
操
作
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
等
を
求
め
ら
れ
、

回
答
し
た
と
こ
ろ
金
融
機
関
か
ら
不
正
に
送
金
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

対
　
策

〇�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
中
に
突
然
警
告
画
面
や
警
告
音
が
出
た
ら
、慌
て
ず
、ま

ず
は
偽
物
で
は
な
い
か
と
疑
い
、表
示
さ
れ
た
電
話
番
号
に
は
連
絡
し
な
い
。

〇�

警
告
画
面
が
表
示
さ
れ
、万
が
一
遠
隔
操
作
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
も
、ご
自
身
で
パ
ソ
コ
ン
の
状

態
を
確
認
す
る（
警
告
画
面
を
消
し
た
り
、遠
隔
操
作
ソ
フ
ト
の
ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
自
身
で
お
こ
な
う

こ
と
が
可
能
…
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
場
合
、独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構（
I
P
A
）の「
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
安
心
窓
口
」�

☎
03
・
5
9
7
8・7
5
0
9 

な
ど
に
相
談
す
る
）。

不
安
に
思
っ
た
場
合
は
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

サ
ポ
ー
ト
詐
欺
に
注
意（
70
歳
以
上
で
大
幅
に
増
加
）

左：山本町長　右：岩城院長
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行政
役場からの手続きや
行事などのお知らせ

令和６年度 笠置町職員採用試験案内

職種・受験資格および採用予定人数
職　種 資　格　要　件 採用予定

人数

一般事務職
①平成６年４月２日以降に生まれた人
②�学校教育法による高等学校以上を卒業した人もしくは同等の学力を有する人（令和７年３月末までに卒業見込みの
人を含む）

若干名

一般事務職
（社会人経験）

①昭和59年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人
②学校教育法による高等学校以上を卒業した人
③企業等で、１週間当たりの勤務時間が30時間以上でかつ６ヶ月以上の勤務経験がある人

若干名

保　育　士 ①昭和59年４月２日以降に生まれた人
②保育士資格を有する人または令和７年３月末までに資格を取得見込みの人 １名

技　術　職

①昭和59年４月２日以降に生まれた人
②�学校教育法による高等学校以上を卒業した人もしくは同等の学力を有する人（令和７年３月末までに卒業見込みの
人を含む）

③�土木および建築に関連する資格（土木または建築施工管理技士、測量士（補）、建築士、設計士（補）等）を有する人ま
たは令和７年３月末までに資格を取得見込みの人

１名

福　祉　職
・

保　健　師

①昭和59年４月２日以降に生まれた人
②学校教育法による高等学校以上を卒業した人もしくは同等の学力を有する人
③�保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員のいずれかの資格を有する人または令和７年３月末までに資格を取得見込みの
人（笠置町地域包括支援センターでの勤務です。）

１名

※�社会人経験者として取り扱う基準は、会社員、団体職員、公務員、自営業者、各種法人等において、１週間当たりの所定労働時間が30時間以上で、か
つ６ヶ月以上勤務した経験がある人。

※通勤可能な人。
※地方公務員法第16条各号のいずれかに該当する人は、受験できません。
※試験結果が合格基準に満たない場合は、採用しない場合があります。

試験実施日および内容

受 付 期 間 　 ８月１日（木）〜 26日（月）�
閉庁日を除く、平日の午前９時から午後５時まで。郵送の場合は、８月26日（月）午後５時までに必着のこと。

提 出 書 類　①笠置町職員採用試験申込書
　　　　　　②自己調書
　　　　　　③�履歴書（JIS規格用紙または学校指定用紙を使用し、撮影後３か月以内の写真（上半身、脱帽、正面向き、縦４㎝×

横３㎝）を貼付すること）
　　　　　　④受験票（履歴書に貼付した写真と同じものを貼付すること）
　　　　　　⑤�保育士、技術職および福祉職を受験する人は、所有する資格の写し（取得見込みの場合はそれを証明するもの（様

式不問））
　　　　　　⑥職務経歴書（社会人経験者用）
　　　　　　※�郵送の場合は、封筒表面に『採用試験申込書在中』と朱書きし、返信用封筒（長３サイズの封筒に404円分の切手（普

通郵便+簡易書留分）を貼付し、返信先住所および氏名を記入すること）を同封してください。
　　　　　　※①②④⑥は笠置町ホームページからダウンロードできます。また笠置町役場総務財政課にも配架しています。
　　　　　　※提出された書類は、返却しません。
　　　　　　※書類に不備があった場合は受付できません。
採用予定日　令和７年４月１日（火）
給 与 等　�笠置町職員の給与に関する条例等に基づき支給します（令和６年４月１日現在の大卒初任給は、196,200円ですが、

今後改定される場合、また職歴がある場合は、加算される場合があります。）
提出先および問合せ先
〒619-1303�京都府相楽郡笠置町大字笠置小字西通90番地の１　笠置町役場　総務財政課　☎0743・95・2301

試　験 試　験　日 試　験　内　容
第１次試験 ９月22日（日） 教養試験、適性検査

２次試験および３次試験は、合格者の人にそれぞれ通知します。

人事異動（笠置町）　令和６年７月16日付（　）内は旧役職名

�【参 事 級】前田早知子　参事兼商工観光課長事務取扱
　　　　　　　　　　　　（参事兼総務財政課長兼商工観光課長事務取扱）
�【課 長 級】森本　貴代　総務財政課長（総務財政課担当課長）
�【課長補佐級】西村　　治　企画調整課長補佐（企画調整課主査）
　　　　　　長谷川瑛司　建設産業課長補佐（建設産業課主査）
　　　　　　井上　卓弥　総務財政課長補佐（議会事務局主査）
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農林業センサス

笠置町議会議員一般選挙について

　任期満了による笠置町議会議員一般選挙を、10月15日（火）告示、10月20日（日）投開票の日程でおこないます。
　これに先立ちまして、立候補予定者説明会をひらきます。立候補予定者または�
その代理の方はご出席ください。
日８月27日（火）　午後１時30分から
所笠置いこいの館　２階大会議室
他出席者は、１候補者につき２名までです。
問笠置町選挙管理委員会事務局（笠置町総務財政課内）
　　☎0743・95・2301

農林業センサス

「つっちー」
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人権啓発パネル展をおこないます（和束町）

　京都府では、毎年８月を「人権強調月間」と定め、期間中は府
内一斉に差別や人権問題に対する各種啓発活動をおこなってい
ます。和束町でも役場１階住民ホールにおいて、８月１日（木）
から30日（金）まで、 インターネットでの誹謗中傷や差別など
の人権問題についての人権啓発パネル展をおこないます。併せ
て啓発物品の配布もおこないますので、ぜひこの機会にお立ち
寄りください。

和束町総合保健福祉施設の正式名称が決まりました（和束町）

　和束町役場庁舎の隣に建設中の和束町総合保健福祉施設の正式名称が、「和束町健康福祉交流センター」に決
まりました。
　「和束町健康福祉交流センター」は、条例制定により、令和６年６月20日に開催された第２回和束町議会定
例会で承認されました。
　また、みなさんから募集していた愛称について、多数のご応募ありがとうございました。決定した愛称は、
れんけい９月号にて紹介予定です。
問総合施設整備課　☎0774・34・0375

明るい選挙ポスター・標語募集（３町村）

　私たちの生活をより豊かで楽しくする、よりよい政治を実現するために必要な選挙。
　選挙が明るく正しく行われるよう、「明るい選挙」を推進するポスター・標語を募集します。
ポスター （対象者）児童・生徒の部�:�府内の小・中・高等学校の児童・生徒

　　　　　　　　　　　　　一般の部�:�京都府内に居住する方
　　　　　　（提出先）児童・生徒の部�:�通学している学校
　　　　　　　　　　　　　一般の部�:�各町村選挙管理委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　（色・大きさ等）色　　彩�:�自由
　　　　　　　　　　　　　大 き さ�:�画用紙の四つ切・八つ切
　　　　　　　　　　　　　啓発標語�:�自由
標　語 （対象者）京都府に居住する人（児童・生徒を含む）

　　　　　　（提出先）児童・生徒：通学している学校
　　　　　　　　　　　　　一般�:�各町村選挙管理委員会　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　応募用紙は各町村選挙管理委員会にあります。　　
　　　　　　（その他）自作・未発表のもので１人１点に限ります。
期９月６日（金）　�　なお、応募作品は明るい選挙を推進するために、ポスター図案、ホームページへの掲載・

展示など各種選挙啓発に使用させていただきます。
問笠置町選挙管理委員会　笠置町明るい選挙推進協議会（総務財政課）　　☎0743・95・2301
　和束町選挙管理委員会　和束町明るい選挙推進協議会（総務課）　　　　☎0774・78・3001
　南山城村選挙管理委員会　南山城村明るい選挙推進協議会（総務財政課）　☎0743・93・0102
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南
山
城
小
学
校
プ
ー
ル
一
般
開
放

　
南
山
城
小
学
校
の
プ
ー
ル
を
一
般
開

放
し
ま
す
。
3
町
村
内
外
問
わ
ず
ど
な

た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

日
8
月
10
日（
土
）～
12
日（
月・
振
休
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

所
南
山
城
小
学
校　
プ
ー
ル

プ
ー
ル
利
用
に
係
る
注
意
事
項

・�

監
視
員
を
配
置
し
ま
す
が
、
幼
児
や

児
童
の
お
子
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、

必
ず
保
護
者
の
付
き
添
い
お
よ
び
見

守
り
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

・�

プ
ー
ル
施
設
内
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の

指
示
に
従
い
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

・�

体
調
が
優
れ
な
い
方
は
、
利
用
を
お

控
え
く
だ
さ
い
。

・�

来
場
者
が
多
い
時
間
帯
は
、
入
水
を

交
代
制
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・�

雨
天
等
、
悪
天
候
の
場
合
は
、
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

熱
中
症
予
防
の
た
め
、
水
温
お
よ
び

気
温
が
高
い
場
合
は
、
利
用
時
間
を

制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・�

必
ず
サ
ン
ダ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問�

教
育
委
員
会　
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

催
し

令
和
６
年
度

大
人
も
Wa
ku
Wor
k
体
験
事
業

 『
ウ
ク
レ
レ
を
弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
』

日
8
月
24
日（
土
）

　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

所�

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講�

中
村　

生い
く

寿ひ
さ

さ
ん（
ウ
ク
レ
レ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー�

I イ

ク

イ

K
U
I
さ
ん
）

対�

３
町
村
在
住・在
勤
の
18
歳
以
上（
但

し
高
校
生
除
く
）

定�

先
着
8
名

期�

8
月
5
日（
月
）～

19
日（
月
）

費
1
0
0
円（
講
習
料
）

持�
ウ
ク
レ
レ（
３
本
貸
出

可
能
）、
筆
記
用
具

申 

・
問 

　
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

　
※�

午
前
9
時
～
午
後
5
時　
土
日
を

除
く

�『
健
康
体
操
教
室
』

日
8
月
8
日（
木
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

所
つ
む
ぎ
て
ら
す
ホ
ー
ル

講
西
垣　
喜
美
代
さ
ん

問�

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

令
和
６
年
度 

暮
ら
し
の
デ
ザ
イ
ン
事
業

 『
隣
ま
ち
ツ
ア
ー（
南
山
城
村
編
）』

日
９
月
12
日（
木
）　
小
雨
決
行

集
合
場
所
・
出
発
時
間

　
①
午
前
9
時

　
　
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

　
②
午
前
9
時
30
分

　
　
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
駐
車
場

　
※�

出
発
の
５
分
前
に
は
集
合
。

　
　
（
帰
着
予
定�

午
後
2
時
30
分
～
3
時
）

内
①
う
え
だ
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
畑（
野
殿
）

　
②
南
山
城
村
道
の
駅　
昼
食（
自
費
）

　
③�

高
山
ダ
ム
見
学　

無
料（
※
雨
天

の
場
合�

周
辺
の
み
見
学
）

対�

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
※
但
し
高
校
生
不
可

参
加
費

　
①
の
み
入
園
料　
５
０
０
円

　
　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
分

　
　
１
０
０
ｇ
あ
た
り�

１
５
０
円

　
　
※�

雨
天
の
場
合
、
見
学
後
持
ち
帰

り
。
（
入
園
料
無
し
・
５
０
０

ｇ�

１
０
０
０
円
）

持�

水
筒
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
入
れ
る
タ

ッ
パ
ー
、
保
冷
バ
ッ
グ
、
保
冷
剤
、

汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
靴
、
帽
子

期�

8
月
19
日（
月
）～
30
日（
金
）

定�

先
着
10
名
程
度

申 

・
問 

　
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

　
※�

午
前
９
時
～
午
後
５
時　
土
日
を

除
く

講
座

令
和
６
年
度 

心
と
カ
ラ
ダ
の
健
康
事
業

 『
元
気
が
出
る
歌
声
教
室
』

日
9
月
3
日（
火
）

　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

所
和
束
小
学
校　
音
楽
室

講
村
城　
榮
子
さ
ん

対�

３
町
村
在
住
・
在
勤
の

18
歳
以
上

　
※
但
し
高
校
生
不
可

費�

無
料

持�

筆
記
用
具
、
飲
料
水

期�

8
月
19
日（
月
）～
28
日（
水
）

定�

先
着
15
名

申 

・
問 

　
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

　
※�

午
前
９
時
～
午
後
５
時　
土
日
を

除
く

 『 

親
と
子
の
茶
道
教
室

（
南
山
城
村
）～
ゆ
か
た
茶
会
～
』

日�

8
月
3
日（
土
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル　
和
室

講�

菅
瀬　
操
仙
さ
ん

対�

南
山
城
村
と
笠
置
町

に
在
住
の
小
中
学
生

と
そ
の
保
護
者

　
※�
受
講
を
ご
希
望
の
人
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費�

水
屋
費（
抹
茶・
菓
子
代
等
）

問�

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0
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※
プ
ー
ル
開
放
期
間
中
の
み
有
効

　
　
☎
0
7
0
・
1
2
1
1
・
3
3
0
0

第
31
回
相
楽
合
唱
祭

日
9
月
8
日（
日
）

　
　
午
後
0
時
50
分
開
場

　
　
１
時
開
演　
4
時
30
分
終
演
予
定

所��

木
津
川
市
加
茂
文
化
セ
ン
タ
ー

　
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル

内��

出
演

　
笠
置
町
う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル
楽
歌
声��

　
コ
ー
ラ
ス・グ
リ
ー
ン
茶
（々
和
束
町
）

　
や
ま
な
み
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス（
南
山
城
村
）

　
や
ま
な
み
コ
ー
ラ
ス（
南
山
城
村
）

　
な
ど
16
団
体

費��

無
料

主
催��

相
楽
合
唱
連
盟

後
援��

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会　
等

問�

相
楽
合
唱
連
盟
事
務
局�（
石
井
）

　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
5
6

　
　
HP http://sorakurenmei.g2.xrea.com

８
月
の
人
権
強
調
月
間
に
併
せ

て
人
権
教
育
研
修
会
を
お
こ
な

い
ま
す（
南
山
城
村
）

日
8
月
7
日（
水
）

　
　
午
前
10
時
20
分
～
正
午

所��

や
ま
な
み
ホ
ー
ル

内��

笑
っ
て
、
い
き
い
き
、
自
分
ら
し
く

～
ほ
ん
の
少
し
の
思
い
や
り
か
ら
～

講��

桂　
三
扇�

氏

入
場
料��

無
料

整
理
券��

不
要

定�

3
5
0
名

問�

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2
直

人
権・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

日
8
月
20
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所�

産
業
振
興
会
館　
1
階
研
修
室

問�

笠
置
町
人
権
啓
発
課（
人
権
）�

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
1
4
0
直

　
笠
置
町
総
務
財
政
課（
行
政
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
直

行
政
相
談（
和
束
町
）

日
8
月
6
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所
和
束
町
役
場　
第
1
相
談
室

問�

和
束
町
総
務
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
直

人
権
相
談（
和
束
町
）

日
8
月
27
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所�

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問�

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

相
談

人
権・行
政・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日
8
月
20
日（
火
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

所�

役
場
会
議
室

問�

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日
8
月
20
日（
火
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

所�

役
場
会
議
室

問 

・
予 

　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。
事
前
予
約
は
8
月
19
日（
月
）

午
後
5
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

時�
午
後
1
時
30
分
～
3
時

問�
笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
3
直

実
施
日

場
　
所

8
月
20
日（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

8
月
23
日（
金
）
笠
置
会
館

8
月
28
日（
水
）
つ
む
ぎ
て
ら
す

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

時�

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日
8
月
21
日（
水
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

所�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―
10

　
（�

J
R
木
津
駅
西
口�

ロ
ー
タ
リ
ー
前
）

費�

無
料	

問�

同
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

　
※�

相
談
会
の
日
以
外
で
も
、
ご
相
談

を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

　
「
最
近
、電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き
取

り
に
く
い
」「
騒
が
し
い
場
所
で
の
会
話

が
聞
き
取
り
に
く
く
な
っ
た
。」「
補
聴

器
を
使
っ
て
み
た
い
が
…
」な
ど
耳
の

こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。年

実
施
日

場
　
所

8
月
16
日（
金
）
童
仙
房
公
民
館

8
月
23
日（
金
）
高
尾
公
民
館
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聞
こ
え
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
方
の
た
め
の
交
流
会

 「
み
な
み
か
ぜ
ひ
ろ
ば
」夜
の
部

日
9
月
4
日（
水
）

　
　
午
後
6
時
45
分
～
8
時

所�

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
（
城
陽
市
）

内�

聞
こ
え
に
く
い
こ
と
で
困
っ
て
い
る

生
活
上
の
悩
み
を
話
し
ま
せ
ん
か
。

同
じ
聞
こ
え
に
悩
み
を
持
つ
人
と
の

交
流
会
で
す
。

対�

き
こ
え
な
い
、
聞
こ
え
に
く
さ
を
感

じ
て
い
る
人
。
身
体
障
害
者
手
帳
の

有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

費�
無
料

申�
8
月
27
日（
火
）ま
で
に
電
話
ま
た
は

F
A
X
、
郵
送
、
来
所
の
い
ず
れ
か

に
て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問�

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
内
、

山
城
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当　
池
原
・
廣
瀬

　

�

京
都
府
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64

　
☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
5

　
FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
2
2

　　
親
子
で
集
ま
り
、
子
育
て
の
情
報
交
換
や

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
集
団
の
中
で
思
い

切
り
遊
べ
る
場
で
す
。
保
育
園
に
入
園
し
て

い
な
い
子
ど
も
を
対
象
に
、
子
育
て
の
仲
間

の
輪
を
ひ
ろ
げ
、
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
み

子
育
て
支
援
の
お
し
ら
せ

ま
せ
ん
か
。

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
（
3
町
村

い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加
可
能
）

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

～
ほ
め
か
た
教
室
～
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
子
育
て
の
中
で
、「
つ
い
つ
い
叱
り
す

ぎ
て
し
ま
う
」「
子
ど
も
を
ほ
め
た
方
が

い
い
の
は
分
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ど

こ
を
／
ど
う
ほ
め
た
ら
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
」と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
相
楽
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
の「
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
～
ほ
め
方
教
室
～
」は
、
子
ど
も

を„
ほ
め
、
認
め
る
〝こ
と
を
大
切
に
し
、

子
ど
も
を
理
解
し
、
子
ど
も
に
あ
っ
た

関
わ
り
方
を
身
に
つ
け
て
い
く
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、

親
子
の
よ
り
よ
い
関
係
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。毎
回
、
保
護
者
同
士
の
懇
談

会
も
あ
り
ま
す
。

日�

9
月
10
日
、
9
月
24
日
、
10
月
15
日
、

10
月
29
日
、
11
月
19
日
、
12
月
17
日
、

　
　
い
ず
れ
も
火
曜
日

　
　
午
前
9
時
30
分
～
正
午

所�
相
楽
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
ひ
ま
わ
り
」相
談
室

対�

相
楽
郡
ま
た
は
木
津
川
市
に
お
住
ま

い
の
年
少
～
小
学
校
２
年
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
を
育
て
て
お
ら
れ
る
保
護

者
の
方
。
原
則
と
し
て
全
回
参
加
可

能
な
方（
感
染
症
等
に
よ
る
急
な
欠

席
を
除
く
）

定�

5
組（
先
着
順
）

期�

8
月
1
日（
木
）午
前
9
時
～
8
月
20

日（
火
）正
午

申�

相
楽
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
ひ
ま
わ
り
」

　
　
☎
0
7
7
4
・
34
・
0
1
0
4

　
　
FAX
0
7
7
4
・
34
・
1
4
1
4

す
く
す
く
広
場

曜�

毎
週　
水
曜
日

　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
※
日
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

所�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
和

束
保
育
園
内
）

　

�

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
2
1
5
6

ひ
よ
こ
広
場

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

曜�

毎
週　
月
・
水
曜
日

　
　
午
前
９
時
～
正
午

所�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
機
能
訓
練
室
内
）

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　
8
月
28
日（
水
）

（�

予
約
不
要
。３
町
村
い
ず
れ
に
お
住
ま

齢
と
と
も
に
、誰
で
も
耳
が
遠
く
な
っ

て
く
る
も
の
で
す
。自
分
の
聴
力
が
ど

の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、聴
力
測
定
を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
相
談
会

日
8
月
16
日（
金
）

　
　
①
午
前
10
時
～　
②
午
前
11
時
～

　
　
③
午
後
１
時
～　
④
午
後
２
時
～

所�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）　

内�

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

（�

聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時

間
程
度
）

対��

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
人
と
そ
の
家
族

費�

無
料

申�

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
週
間

前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　

�

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・

住
所
・
電
話（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相

談
内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多

い
場
合
は
、
変
更
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
　
FAX
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

※�

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
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い
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。）

問�
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

対��

0
歳
～
小
学
6
年
生
の
保
護
者

　
（�

就
学
前
の
お
子
さ
ん
同
伴
可
）

日�

・
所��

※
8
月
は
次
の
通
り
で
す
。

　
6
日（
火
）

　
　
午
前
10
時
～
正
午

�　
　
つ
む
ぎ
て
ら
す

　
27
日（
火
）

　
　
午
前
10
時
～
正
午（
水
遊
び
）

�　
　
笠
置
保
育
所

　
予
約
不
要
。
子
育
て
真
っ
最
中
の
方
。

ち
ょ
っ
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

問�

笠
置
地
域
学
校
協
働
本
部

　
（
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
）

　

�（
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会　

笠
置
町
分
室
内
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

ニ
ュ
ー
ボ
ー
ン
フ
ォ
ト
サ
ー
ビ
ス

の
ご
案
内

　
当
院
で
ご
出
産
さ
れ
る
妊
婦
さ
ん
を

対
象
に
、
ニ
ュ
ー
ボ
ー
ン
フ
ォ
ト
の
撮

影
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

か
ら
の
お
し
ら
せ

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
は
早
い
の
で
、
こ
の

時
期
に
し
か
な
い
姿
を
形
に
残
し
て
お

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
同
意
を
い
た
だ
け
た
方
の
み
、

当
院
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
も
投
稿
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
産
婦
人
科
外
来
ス

タ
ッ
フ
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

問
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
2
3
5

　
　
（
病
院
代
表
）

伊
賀・山
城
南・東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　
心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時

間
体
制
で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相

談
は
無
料
で
す
。

◇�

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

お
名
前
と
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇�

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村

に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で

相
談
で
き
ま
す
。

◇�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

QRコードから
ご覧いただけます。

そ
の
他

ごみの出し方に関する問合せ
　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302直
　和束町農村振興課　☎0774・78・3008直
　南山城村建設環境課　☎0743・93・0106直

燃えるごみの出し方
燃えるごみ　出せるもの（一例）　�生ごみ・紙類・布類・木くず・紙おむつ

出す時の注意
◎�生ごみの約６割は水分です。そのまま袋に入れると悪臭の原因になります。
　十分に水切りをして出してください。
◎�食用油は固めるか、紙などに浸してください。
◎�紙類はクリップやホッチキス等は外して出してください。
◎�刈草等は乾かして土を取って、燃えるごみの袋にいれて収集所に出してくださ
い。
◎�燃えるごみの袋に入らない竹・木類等は必ず１m以内に切断し紐で束ね収集所
に出してください。
◎�紙おむつは汚物を取り除き新聞紙等で包んで燃えるごみの袋に入れてください。

燃えるごみ収集日
　笠 置 町　毎週　火・金曜日
　和 束 町　毎週　月・木曜日
　南山城村　毎週　火・金曜日（野殿・童仙房は火曜日のみ）

十分に水切りしてください。

生ごみ

クリップ、ホッチキスははずす。

紙くず

　生ごみの水切り、ごみの分別を徹底していただくことで、ごみの減量化やごみ
処理費用の節約につながります。ご協力をよろしくお願いします。
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募 集

第52回木津川を美しくする作品展開催要領（応募要領）
　「木津川を美しくする会」では、南山城地域を流れるふるさとの川「木津川」をみんなの手で守り、子どもたち
に美しい川を残そうと、昭和48年１月に会を結成して以来、木津川河川敷の清掃や標柱による啓発、さらには
児童生徒を中心とした作品展をおこなってまいりました。
　本年も次の要領により木津川を美しくする作品展を開き作品を募集することとしましたので、たくさんの
御応募をお待ちしております。
開催期日（予定）　12月23日（月）～令和７年３月31日（月）
会　　　　　場　各市町村庁舎ほか
募集種目・規格　
�（１） 標 語 の 部 �河川美化を主題としたもの

（２） 短 歌 の 部 �木津川を主題としたもの

（３） 俳 句 の 部 �木津川を主題としたもの

（４） 詩 の 部 �木津川を主題としたもの（800字以内）

（５） 作 文 の 部 �木津川および河川美化を主題としたもの。（小中学生に限る1600字以内）

（６）ポスターの部 �河川美化を主題としたもの（小中学生に限る。サイズ:画用紙四つ切）

（７） 書 道 の 部 ��木津川を美しくする、自然を愛する気持ちから想起される主題としたもの （小中学生
に限る。作品に学年および氏名を記載し、用紙サイズは書き初め用八つ切 縦68㎝×横
18㎝程度とすること。通常半紙の作品は不可。書体は小学生は楷書、中学生は楷書また
は行書とする。）

応募　�（１）受 付 期 限　８月30日（金）（厳守）�
　　　　　　　　�ただし、木津川市および相楽郡内小中学校を通じて応募する児童生徒の場合において、各小中学校

から各市町村支部事務局への受付期限を９月５日（木）とする。
　　　（２） 提 出 先　�住所地または勤務先の所在する木津川を美しくする会各市町村支部事務局。

ただし、木津川市および相楽郡内小中学校の児童生徒については各学校。また、上記以外の応募者
については、�本部事務局（下記参照）。

　　　（３）応 募 方 法　必ず各市町村支部事務局に備えている応募票に必要事項を明記すること。
　　　（４） 応 募 資 格　�原則として木津川市および相楽郡内に在住または勤務するものとするが、それ以外の応募につい

ても受け付ける。ただし、作品展の審査員および本会関係役職員を除く。
　　　（５）作品の返還　応募作品は、原則として返還しない。�ただし、ポスター・書道のみ事前申出者には返却する。
　　　（６）そ の 他　�応募作品は未発表のものに限り、１人１種目２点以内（厳守）とする。

また、応募作品は主催者の事業目的により、作品展示、印刷物等に使用することがある。その際、応
募者の学校名、学年、氏名を冊子等に掲載することがある。

審査　（１）予 備 審 査　�一般の作品については各支部で予備審査をおこない、１支部各種目10点以内を本部事務局に提出する。
　　　　　　　　　　�小中学校の児童生徒については、学校で予備審査をおこない、優秀作品を学校毎に各種目20点以

内を各市町村支部経由で本部事務局に提出する。ただし、ポスターの部および書道の部について
は、応募点数が100を超える学校にあっては15点、100以下の学校にあっては８点を上限とする。

　　　（２）本  審  査　�予備審査を通過した作品について、種目ごとに主催者が委嘱した審査員により、厳正審査をおこな
い、入賞者を決定する。

　　　（３）そ の 他　�応募作品に重大な違反が判明したときは入賞を取り消す。�
また、本要領に合わないもの、募集規格外の作品等は審査対象としない。

表彰　入賞者に対しては、賞状および副賞を贈る。また、応募者全員に参加賞を贈る。
問笠置町在住または在勤の方　　　笠置町税住民課� ☎0743・95・2302 直
　和束町在住または在勤の方　　　和束町農村振興課� ☎0774・78・3008 直
　南山城村在住または在勤の方　　南山城村建設環境課� ☎0743・93・0106 直
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ベストショット
ボクたち、ワタシたちの

　７月５日（金）、笠置町・和束町・南山城村の保育園（所）では「たなばたのイベント」がおこなわれ
ました。今年もみんなで作った笹飾りを幼児は異年齢グループの友だちと乳児はクラスの友だちと
一緒に「願い事が叶いますように」と笹に飾り付けをしました。
　たなばた会では、織姫と彦星のお話の紙人形劇をみたり、「たなばた」の歌をうたったりして楽し
みました。

たなばたたなばた
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【相楽東部広域バス】好評運行中３ 町 村 人 口
人口・世帯数（令和６年７月１日現在）

笠 置 町
☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

人　口�1,095人　
世帯数�� �576世帯

（減6）
（減1）
和 束 町

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

人　口�3,423人　
世帯数�1,660世帯

（減9）
（減1）
南山城村

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

人　口�2,417人　
世帯数�1,214世帯

（減2）
（0）

運行日：毎日
（祝日運行・12月29日〜1月3日は運休）

運　賃：最大300円
◦月ヶ瀬口駅発
８：15 ／ 10：15 ／ 13：40 ／ 15：40

◦加茂駅発
９：15 ／ 11：15 ／ 14：40 ／ 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】�株式会社キタモリ�☎0595・38・1524
【その他の問合せ】�南山城村総務財政課� ☎0743・93・0102

運行状況確認QRコード

図書室だより ３町村のどなたでも借りられます。
最寄の図書室でリクエストしてください。

笠置町図書室��☎0743・95・2726 ／ 和束町体験交流センター図書室��☎0774・78・4013 ／ 南山城村図書室��☎0743・93・0522

「板上に咲く」� 原田�マハ�／�著

　世界のムナカタここに誕生。ゴッホ
に恋焦がれた青森の貧乏青年はいかに
して世界のムナカタになったのか?棟
方と苦楽を共にし、支えた妻・チヤ。
無尽の愛と激動の時代を描くアート小
説。

「余白の迷路」� 赤川�次郎�／�著

「おいしいふ～せん」� 角野�栄子�／�著

「アヤコの爆速弁当レシピ」� アヤコ�／�著
一般書

児童書

「エリック・カールのグリムどうわ」
� エリック・カール�／�著

「ひげがながすぎる�ねこ」� 北澤�平祐�／�著

「文化と多様性�今、世界はあぶないのか?」
� マリー・マーレイ�／�文�ハナネ・カイ�／�絵

南
山
城
村

「�これで死ぬ�アウトドアに行く前に
知っておきたい危険の事例集」

� 羽根田�治�／�著

　助けようとして死ぬ。ダニに嚙まれ
て死ぬ。ころんで死ぬ…。まさか、こ
んなことで死ぬなんて!�53のアウトド
アでの死の事例を紹介。死なないため
の安全知識も解説する。

「あいにくあんたのためじゃない」� 柚木�麻子�／�著

「定食屋「雑」」� 原田�ひ香�／�著

「�捨てたい人捨てたくない人」� 群�ようこ�／�著

一般書

児童書

「うちのピーマン」� 柴田�ケイコ�／�著

「あじ（日本のことばずかん）」� 神永�暁�／�著

「やってみた！研究イグノーベル賞」
� 五十嵐�杏南�／�著

和
束
町

一般書

一般書

児童書

「みちくさ」� さとう�わきこ�／�著

「おくれてきた名探偵」� 杉山�亮�／�著

「きょうりゅうレントゲンびょういん」
� キョン�ヘウォン�／�著

「もう明日が待っている」
� 鈴木�おさむ�／�著

「天国からの宅配便」� 柊�サナカ�／�著

「ユニクロ」� 杉本�貴司�／�著

一般書

「俺たちの箱根駅伝　上・下」
� 池井戸�潤�／�著

（上巻）２年連続で箱根駅伝の本選出
場を逃した崖っぷちチーム、古豪・明
誠学院。4年生の主将・隼斗にとって、
10月の予選会が最後の挑戦となる。
絶対に負けられない戦いが始まる！！（下巻）明誠学院駅伝チームを率い
ることになった、商社マンで伝説のOB�甲斐。彼が掲げた“規格外”の目
標は、メンバーだけでなく、ライバルやマスコミも巻きこんでゆき…

一般書

笠
置
町

和束町体験交流センター図書室から
☆『おはなしのじかん』のご案内

　幼児・小学生向けに絵本などの読み聞かせをおこないます。申込不要。どなたでもご参加いただけますので、 
お気軽にお越しください。
日８月18日（日）　午前10時30分〜11時ごろ
所和束町体験交流センター ホール

読書感想文全国コンクール課題図書について�――――

　各図書室にて読書感想文全国コンクールの課題図書の貸出をしています。お近くの図書室にお探しの本がない
場合は、カウンターでリクエストしてください。
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